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S-310-38号機ロケット実験におけるフォイル・チャフによる中性風観測

Measurement of neutral wind using foil chaff technique by sounding rocket S-310-38
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2008年 2月 6日 18時 14分 40秒 JSTに内之浦宇宙空間観測所から打上げられたS-310-38号機ロケット実験では、フォ
イル・チャフ (以下、チャフ)による中間圏・下部熱圏の中性風の直接測定を行なった。この実験の主目的は、電離圏 E
領域のプラズマ密度の 3次元空間構造を明らかにすることである。チャフによる中性風観測では、東西風シアーや中性
大気の不安定現象を観測することを目的としている。Wind shear理論によれば、スポラディック E層は東西風シアーに
よって形成され、中性大気の不安定現象は、電離大気にも変動を及ぼすと考えられている。
チャフは、両面にアルミを蒸着した短冊状のプラスチック箔で、1枚の大きさは約 5mm× 25mm、厚さ 1μmである。

今回の実験では、ロケット下降時の高度 110km付近（発射後 298秒）で約 15,000枚のチャフを放出し、約 5分間にわた
り地上のレーダーで追尾して中性大気の風向・風速を観測した。本発表では、観測結果を報告するとともに、プラズマ
の構造との比較を行う。


